
～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲賀 自然の
！見発

　5月10日は、「地質の日」で
した。明治9年に日本で初め
て広域的な地質図が作られ
たことなどが由来で定めら
れています。
　甲賀市内の地質図は、「甲
賀市史　第一巻」などで見る
ことができますが、市内にも
いろいろな岩石や地層があ
ることがわかります。地質
は、地形や景観、地盤など、私
たちの生活と深く関わって
います。

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

甲賀市の地質第14回

▲�甲賀市の地質図
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